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troy-technical.jp

今週のキーワード

量子・水処理
ナノ材料が医療・環境・ITを革新

33
件

記事総数

14
カ国

対象国数

14.57
%

水ろ過CAGR

3
倍

QLED寿命

今週の全33記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01
組織再生ナノファイバ
ー

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
エレクトロスピニングナノファイバー足場が骨組織再
生で自家移植の限界克服へ。

#02 hBN LED冷却システム 製品紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
ReinsteがhBNでLED熱管理を革新、効率と信頼性を
向上。

#03 MWCNT電池導電助剤 製品紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
MWCNT導電助剤がLFP/NMC電池正極でエネルギー密
度1-4%向上。

#04
Samsung
QD-OLED投資

企業戦略
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○
SamsungがQD-OLED生産へ108億ドル投資、QNED
開発でQDディスプレイをリード。

#05 BNNTポリマー熱伝導 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
Lehigh大学がBNNT機能化でポリマーナノコンポジッ
ト熱伝導率を最大250%向上。

#06 ナノテク主要トレンド トレンド
概観

●○○○
○

●○○○
○

●○○○
○

●●○○
○

●●○○
○

2026年のナノテクノロジー主要トレンドは医療、水
浄化、エレクトロニクス。

#07
IBM/理研
量子スパコン

プレスリ
リース

●●●●
○

●○○○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
●

IBMと理研が量子中心スパコンで鉄硫黄分子シミュレ
ーション記録を樹立。

#08
量子ドット超格子MOC
VD

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
量子ドット超格子が次世代技術基盤を確立、MOCVD
による工業生産の可能性も。

#09 グリーン合成ナノ医療 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
生物由来ナノ材料のグリーン合成が薬物送達・癌治療
・バイオセンシングを革新。

#10 EFSA NAMs導入 公的機関
発表

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●○○
○

EFSAが食品・飼料中のナノ材料安全性評価に「新ア
プローチ手法（NAMs）」導入。

#11 連続フローナノ触媒 学術論文
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
連続フロー合成がナノ触媒製造を革新、反応工学と設
計融合で量産化へ。

#12 BOE QLED寿命延長 企業技術
報告

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

BOEがZnMgO熱工学でQLEDデバイス寿命を3倍の20,
000時間へ延長。

#13 J&K; QD試薬提供 製品紹介
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
J&K; Scientificが高純度カドミウムフリーInPおよび
ペロブスカイトQD試薬を提供。

#14
ペロブスカイトQDメ
ンリス

大学研究
発表

●●●●
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

薄暗い場所でも柔軟に視覚を認識するペロブスカイト
QDメンリスを開発、認識精度10%向上。

#15 磁性ナノ吸着水処理 大学研究
発表

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
○

RMIT大学が磁性ナノ吸着材料を開発、マイクロプラ
スチックとPFASの95%以上を除去。

#16 宇宙・AI・量子・ナノ トレンド
概観

●○○○
○

●○○○
○

●○○○
○

●●○○
○

●●○○
○

Forbesが宇宙技術とAI・量子・ナノテクノロジーの融
合を強調、微小重力研究が新薬加速。

#17 EFSA NAMs統合 公的機関
発表

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●○○
○

EFSAがリスク評価に「新アプローチ手法（NAMs）」
を統合、動物実験代替へ移行加速。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#18 nano tech 2026開催 イベント
告知

●○○○
○

●●●●
●

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
●

nano tech 2026が東京で開催、ナノテクノロジーの
社会実装と未来技術イノベーションを推進。

#19 Exosens QD買収 企業戦略
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
ExosensがEmberion買収で売上15.3%増、量子ドッ
トイメージング技術を獲得。

#20
TiO2ナノワイヤー水処
理

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
TiO2ナノワイヤーで湖水および大腸菌の99.9%除去
を達成、持続可能な水処理に貢献。

#21 ナノテク職場安全 業界レポ
ート

●○○○
○

●●●●
○

●●○○
○

●●●○
○

●●○○
○

カナダOHS専門家向けにバイオ・ナノテクノロジーの
危険性を「システム的な懸念」として対処すべきと助
言。

#22 ナノファイバー水処理 大学研究
発表

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
○

チェコCXI TULがMBR/MBBRにナノファイバーコア
ビーズを統合しアンモニア態窒素除去を強化。

#23
IBM/Qedma
量子優位性

プレスリ
リース

●●●●
●

●●○○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

IBMとQedmaが量子エラー低減ソフトウェアで74量
子ビットシステムでの物理モデリングの「量子アドバ
ンテージ」を実証。

#24 VIVOLTA エレクトロ 製品紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
VIVOLTAがEC-CLIエレクトロスピニングマシンでナ
ノファイバー生産を革新、多分野へ応用。

#25
ハイドロゲルバイオセ
ンサー

大学研究
発表

●●●●
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

ドレクセル大学が柔らかく粘着性のある伸縮自在なハ
イドロゲルバイオセンサーを開発。

#26 ツイストロニクス受賞 受賞発表
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
2026年カブリ・ナノサイエンス賞、グラフェン層の
「ツイストロニクス」先駆者3氏に授与。

#27 FAPbBr3スピンLED 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
FAPbBr3量子ドットの構造的非対称性を操作し、高性
能純緑色スピン偏極LEDが室温で実現。

#28 水ろ過市場予測 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
ナノベース水ろ過市場、2035年までに9,104億ドルに
達する見込み、年間成長率14.57%で拡大。

#29 中国ナノチタニア市場 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
中国のナノメートルチタニア市場、2034年までに9億
3,900万ドルへ成長予測。

#30
PLAナノファイバー医
療

学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
エレクトロスピニングされたバイオベースPLAナノフ
ァイバーコーティングが生体医療用途に有用。

#31 Cal Nano SMR拡大 企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
California NanotechnologiesがSMR原子力エネルギ
ー分野へ事業拡大、売上28%増。

#32 MOF光誘起隠れた状態 大学研究
発表

●●●●
●

●○○○
○

●●●○
○

●●●●
●

●●●●
●

東京科学大学らがMOFにおける光誘起隠れた状態の超
高速形成を解明、30フェムト秒で中間電子状態経由。

#33
カルコパイライトQD
光学

学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
韓国国立研究財団がp–d混成の役割を解明、カルコパ
イライトQDの光学特性制御を促進。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 量子コンピューティングの進展は、自社の材料開発ロードマップにどのような影響を与えるか？
IBMとQedmaが74量子ビットシステムで「量子アドバンテージ」を実証(#23)。理研もIBMと連携し分子シミュレーショ
ン記録を樹立(#07)。この計算能力は、貴社の新材料探索や設計プロセスを根本から変革する可能性を秘めています。基
礎研究レベルではツイストロニクス(#26)やスピンLED(#27)も進展しており、未来の材料開発にどう組み込むべきか、
今すぐ検討が必要です。

❷ ナノ材料を用いた水処理技術の進化は、貴社のサプライチェーンや環境戦略に新たな機会をもたらす
か？
ナノベース水ろ過市場は2035年までに9,104億ドルに達し、CAGR14.57%で成長予測(#28)。RMIT大学の磁性ナノ吸着
材料(#15)はマイクロプラスチックとPFASを95%以上除去、TiO2ナノワイヤー(#20)やナノファイバーコアビーズ(#22
)も高効率な水質浄化を達成しています。これらの技術は、貴社の製造プロセス排水処理や、新たな環境ビジネス創出の機
会となるか？

❸ ディスプレイ技術の量子ドット化は、既存の材料・部品サプライヤーにとって脅威か、それとも新た
なビジネスチャンスか？
Samsung DisplayがQD-OLED生産に108億ドルを投資し、QNED開発も推進(#04)。BOEはZnMgO熱工学でQLED寿命
を3倍に延長し、実用化を加速(#12)。J&K; ScientificはカドミウムフリーQD試薬を提供し、サプライチェーンを強化し
ています(#13)。この技術シフトは、既存のディスプレイ材料・部品メーカーにとって、新たな高機能材料への転換を迫
る脅威か、あるいは高付加価値製品への参入機会となるか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

触媒量産 QDセンサ

電池材料

水処理量子材料

QDディスプ

安全規制再生医療

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 触媒量産 機会大 高効率生産技術 —

● QDセンサ 機会大 新規市場開拓 —

● 電池材料 機会大 EV電池性能向上 競合激化
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● 水処理 注意 環境ビジネス拡大 技術開発投資

● 量子材料 注意 革新的材料創出 基礎研究投資

● QDディスプ 注意 高性能ディスプレイ 投資競争激化

● 安全規制 脅威大 — 規制対応コスト増

● 再生医療 参考 長期的な医療貢献 実用化長期化
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深掘り ① ― 連続フロー合成でナノ触媒量産化へ
#11 | 2026/07/30 | OAE Publishing Inc. | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

連続フロー合成がナノ触媒製造を革新し、量産可能な精密なナノ構造形成を可能にします。滞留時間、反応物供給、界
面閉じ込めといったパラメータの精密制御により、触媒材料の設計空間が劇的に拡大。バッチ式に比べ、反応条件の厳
密な制御と均一なナノ粒子合成が高効率で実現されます。

本技術は、単なるナノ粒子合成に留まらず、触媒の活性と選択性を最大限に引き出すための構造統合にも焦点を当てて
います。プロセスの安定性、再現性、および長期運転における触媒の耐久性といった工業生産における課題に対し、堅
牢な解決策を提供し、高品質なナノ触媒の持続的な生産を可能にします。

▶ 技術者の視点

連続フロー合成によるナノ触媒製造は、化学産業、エネルギー変換、環境保護など多岐にわたる分野で
ゲームチェンジャーとなり得ます。特に、従来のバッチ式では困難だった高品質ナノ触媒の安定供給と
コスト削減は、日本の素材・化学メーカーにとって大きな【機会】です。ただし、この技術はパイロッ
ト段階であり、大規模生産へのスケールアップには、反応器設計の最適化、プロセス制御の高度化、そ
して長期的な安定性評価が不可欠です。数値データは定性的ですが、学術論文としての信頼性は高く、
今後の進展に注目すべきです。日本の材料メーカーは、この技術を早期に導入し、自社の触媒開発・製
造プロセスに組み込むことで、国際競争力を強化できるでしょう。一方で、この技術の導入が遅れれば
、海外競合に後れを取る【脅威】にもなり得ます。R&D;部門は、マイクロリアクター技術を持つ企業と
の連携を検討し、早期の実証実験に着手すべきです。

深掘り ② ― Exosens、QDイメージング技術で市場強化
#19 | 2026/07/28 | Exosens | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●○
日本関連度●●●○○

Exosens社は量子ドット（QD）イメージング技術に特化したEmberion社を買収し、先進イメージング分野での地位を
強化しました。これにより、QDベースの短波長赤外線（SWIR）センサーが製品ポートフォリオに加わり、高解像度の
防衛、監視、半導体検査などの産業用制御アプリケーションで新たな成長機会を創出します。

Emberion社のQD技術は、従来のSWIRセンサーよりもコスト効率が高く、高性能な製造を可能にします。調整可能な
吸収波長と高い量子効率により、高解像度かつ低ノイズの画像取得を実現。半導体検査ではシリコンウェハーを透過し
て内部欠陥を検出でき、製造プロセスの品質管理と歩留まり向上に貢献します。

▶ 技術者の視点

ExosensによるEmberion買収は、量子ドット技術がイメージング分野、特にSWIRセンサー市場で実用
化段階に入ったことを明確に示しています。これは、日本の光学部品メーカーや半導体検査装置メーカ
ーにとって大きな【機会】となり得ます。QDベースのSWIRセンサーは、従来のInGaAsセンサーに比
べ製造コストを抑えつつ高性能を実現できる可能性があり、特に半導体検査における内部欠陥検出能力
の向上は、日本の半導体製造装置メーカーにとって重要な差別化要因となり得ます。一方で、この技術
トレンドに乗り遅れれば、競合他社に市場シェアを奪われる【脅威】にもなります。日本の材料メーカ
ーは、QD材料の供給や、QDを組み込んだセンサーモジュールの開発において、Exosensのような企業
との連携を模索すべきです。R&D;部門は、QDイメージング技術のロードマップを精査し、自社の製品
開発にどう組み込むかを検討する「即時」のアクションが求められます。
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深掘り ③ ― MOF光誘起隠れた状態の超高速形成を解明
#32 | 2026/07/27 | 東京科学大学 | 技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●○○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●●

東京科学大学らが金属有機構造体（MOF）における光誘起隠れた状態が、わずか30フェムト秒という超高速で、これま
で知られていなかった中間電子状態を介して形成されることを明らかにしました。超短レーザーパルスを用いた時間分
解反射分光法により、このメカニズムが解明されました。

この「隠れた状態」は、材料の電気的、磁気的、光学的特性を劇的に変化させる可能性があり、スイッチングデバイス
や高密度情報貯蔵、高効率な光エネルギー変換デバイスへの応用が期待されます。本研究は、MOFにおける高速な光誘
起遷移のメカニズムを解明し、これらの応用に向けた材料設計の指針を提供します。

▶ 技術者の視点

東京科学大学を中心とした日本の研究チームによるこの成果は、MOFの光物理学における学術的ブレー
クスルーであり、ナノテクノロジー分野における日本の基礎研究の強さを示すものです。30フェムト秒
という超高速での中間電子状態経由の遷移メカニズム解明は、次世代の光電子デバイスやセンサー技術
の設計に新たな洞察を与えます。しかし、これは基礎研究段階であり、製品化までには5年以上の長い
道のりが見込まれます。提示された数値は実験結果であり信頼性は高いですが、実用化には材料の安定
性、製造コスト、デバイスへの組み込み技術など、多くの未解決課題が残されています。日本の材料メ
ーカーや光電子デバイスメーカーにとっては、この基礎研究の動向を継続的にモニタリングし、将来的
な【機会】として捉えるべきです。特に、光で制御可能な超高速スイッチング材料や高効率エネルギー
変換材料への応用は、長期的な視点でのR&D;投資の【機会】となり得ます。R&D;部門は、この研究グ
ループとの連携可能性を探るなど、情報収集と技術評価を「中長期」で進めるべきです。

その他の注目記事
MWCNT導電助剤がLFP/NMC電池正極でエネルギー密度1-4%向上 (Cheap Tubes)
●●●○○ ●●●●○ ●●●●○

EV電池のエネルギー密度向上に直結するMWCNT導電助剤。日本の電池・材料メーカーは早期評価が必須。

RMIT大学が磁性ナノ吸着材料を開発、マイクロプラスチックとPFASの95%以上を廃水から1時間で除去可能に (AZo Materials)
●●●●○ ●●○○○ ●●●●○

マイクロプラスチック・PFAS除去は喫緊の課題。日本の水処理・環境技術企業はプロトタイプ評価を急ぐべき。

Samsung Displayが108億ドル投資でQD-OLED生産へ転換、QNED開発でQDディスプレイ技術をリード (Wikipedia)
●●●○○ ●●●●● ●●●●●

Samsungの巨額投資はディスプレイ市場のQDシフトを加速。日本の材料・部品メーカーは戦略見直しが急務。

IBMとQedmaが量子エラー低減ソフトウェアQESEMで74量子ビットシステムでの物理モデリングの「量子アドバンテージ」を実証 (PR Newswire)
●●●●● ●●○○○ ●●●●○

量子コンピューティングが実用的な材料シミュレーションで古典計算を凌駕。日本のR&D;は動向を注視し、連携を検
討すべき。

Lehigh大学の研究：BNNT機能化によりポリマーナノコンポジットの熱伝導率を最大250%向上 (University of Hawaii at Manoa)
●●●●○ ●●○○○ ●●●○○

BNNT機能化によるポリマーの熱伝導率大幅向上は、電子パッケージングやTIMに革新をもたらす可能性。日本の材料
メーカーは要注目。



ナノテクノロジー Weekly Intelligence Report | 2026-08-01 | Page 7

今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;/経営企画】深掘り記事(#11, #19,
#32)の原典を確認し、自社技術との関連性を評価。特に日本の研究機関が関わるMOF研究(#32)は要注目。

•
【調達/材料メーカー】MWCNT導電助剤(#03)のサンプル調達可能性を調査し、既存材料との性能比較を開始。

• 【R&D;/環境技術】磁性ナノ吸着材料(#15)やTiO2ナノワイヤー(#20)など、高効率水処理技術の最新動向を
調査し、自社技術への応用可能性を検討。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;/半導体PKG】BNNT機能化ポリマー(#05)やhBN(#02)など、高熱伝導性ナノ材料の最新動向を調査し
、次世代熱管理ソリューションへの適用可能性を検討。

• 【R&D;/EV設計】QLEDディスプレイの寿命延長(#12)やQD材料の供給体制(#13)を注視し、車載ディスプレ
イへのQD技術採用のロードマップを再評価。

• 【経営企画/法務】ナノ材料の安全性評価に関するEFSAのNAMs導入(#10, #17,
#21)を把握し、将来的な日本国内の規制動向への影響を予測。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;/環境技術】ナノベース水ろ過市場の成長予測(#28)を踏まえ、磁性ナノ吸着材料(#15)やTiO2ナノワ
イヤー(#20)、ナノファイバーコアビーズ(#22)など、高効率水処理技術への投資戦略を策定。

• 【R&D;/経営企画】量子コンピューティングによる材料シミュレーション(#23)やツイストロニクス(#26)など
、基礎研究段階の量子ナノ材料技術の動向を継続的にモニタリングし、将来的な事業機会を探索。

• 【R&D;/再生医療】エレクトロスピニングナノファイバー足場(#01, #30)やハイドロゲルバイオセンサー(#2
5)など、再生医療・バイオセンサー分野におけるナノ材料の応用研究を強化。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-08-01
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収録記事一覧

#01 組織再生へエレクトロスピニングナノファイバー足場が多用途な3次元構造を提供、骨組織再生
で自家移植の限界克服へ

#02 Reinsteが六方晶窒化ホウ素（hBN）によるLED冷却システム開発で熱管理を革新、効率と信頼

性を向上

#03 Cheap TubesのMWCNT導電助剤がLFP/NMC電池正極でカーボンブラック比20%添加量でエネ
ルギー密度1-4%向上

#04 Samsung Displayが108億ドル投資でQD-OLED生産へ転換、QNED開発でQDディスプレイ技術
をリード

#05 Lehigh大学の研究：BNNT機能化によりポリマーナノコンポジットの熱伝導率を最大250%向上

#06 2026年のナノテクノロジー主要トレンド：標的型薬剤送達、早期がん検出、水浄化、次世代エ
レクトロニクスが進化

#07 IBMと理化学研究所が量子中心スーパーコンピューティングで鉄硫黄分子シミュレーション記
録、米国NSFは量子・ナノテクノロジー研究に1億ドル投資

#08 量子ドット超格子が次世代技術の基盤を確立：MOCVDによる工業生産の可能性も提示

#09 持続可能なナノ医療への道：生物由来機能性ナノ材料のグリーン合成が薬物送達・癌治療・バイ
オセンシングを革新

#10 EFSAが食品・飼料中のナノ材料安全性評価に「新アプローチ手法（NAMs）」認定システムを導
入

#11 連続フロー合成がナノ触媒製造を革新：反応工学とナノ触媒設計の融合で量産化へ

#12 BOE TechnologyがZnMgO熱工学を開発し、QLEDデバイス寿命を3倍の20,000時間へ延長、輝
度60,000 cd/m²超を達成

#13 J&K Scientificが高純度カドミウムフリーInPおよびペロブスカイトQD試薬を提供、QLEDディス
プレイ、バイオイメージング、太陽電池市場を支援

#14 河北地質大学らが薄暗い場所でも柔軟に視覚を認識するペロブスカイト量子ドットベースのメン
リスを開発、認識精度10%以上向上

#15 RMIT大学が磁性ナノ吸着材料を開発、マイクロプラスチックとPFASの95%以上を廃水から1時
間で除去可能に

#16 Forbesが宇宙技術とAI・量子・ナノテクノロジーの融合を強調、微小重力研究が新薬と再生医療
を加速

#17 欧州食品安全機関（EFSA）がリスク評価に「新アプローチ手法（NAMs）」を統合、動物実験代

替へ移行加速

#18 nano tech 2026が東京で開催、ナノテクノロジーの社会実装と未来技術イノベーションを推進



#19 ExosensがEmberion買収で売上15.3%増、量子ドットイメージング技術を獲得し先進イメージ
ング分野での地位を強化

#20 MMU Pressの研究がTiO2ナノワイヤーで湖水および大腸菌の99.9%除去を達成、持続可能な水

処理に貢献

#21 カナダOHS専門家向け：2026年にはバイオテクノロジーとナノテクノロジーの危険性を「シス
テム的な職場安全上の懸念」として対処すべき

#22 チェコCXI TULの研究者がMBR/MBBRにナノファイバーコアビーズを統合しアンモニア態窒素
除去を強化、水処理に革新

#23 IBMとQedmaが量子エラー低減ソフトウェアQESEMで74量子ビットシステムでの物理モデリン
グの「量子アドバンテージ」を実証

#24 VIVOLTAがEC-CLIエレクトロスピニングマシンでナノファイバー生産を革新、ろ過、エネルギ
ー貯蔵、スマートテキスタイル、農業へ応用

#25 ドレクセル大学が柔らかく粘着性のある伸縮自在なハイドロゲルバイオセンサーを開発、多様な
生体医療応用へ

#26 2026年カブリ・ナノサイエンス賞、グラフェン層の「ツイストロニクス」先駆者3氏に授与：新
たな量子状態の設計へ道開く

#27 FAPbBr3量子ドットの構造的非対称性を操作し、高性能純緑色スピン偏極LED（スピンLED）が
室温で実現

#28 ナノベース水ろ過市場、2035年までに9,104億ドルに達する見込み、年間成長率14.57%で拡大

#29 中国のナノメートルチタニア市場、2034年までに9億3,900万ドルへ成長予測、化粧品と環境修
復が牽引

#30 MDPI掲載：エレクトロスピニングされたバイオベースPLAナノファイバーコーティングが多機能
で生分解性の生体活性層として生体医療用途に有用

#31 California Nanotechnologiesが2027年第1四半期で売上28%増の917,854米ドルを達成、小型

モジュール炉（SMR）原子力エネルギー分野へ事業拡大

#32 東京科学大学らが金属有機構造体（MOF）における光誘起隠れた状態の超高速形成を解明、30フ
ェムト秒で中間電子状態経由

#33 韓国国立研究財団がp–d混成の役割を解明、カルコパイライト半導体量子ドットの光学特性制御
でフォトルミネッセント、触媒、太陽光発電応用を促進



#01 組織再生へエレクトロスピニングナノファイバー足場
が多用途な3次元構造を提供、骨組織再生で自家移植の限
界克服へ

概要

エレクトロスピニングナノファイバー足場が、天然の細胞外マトリックスを模倣する3

次元ネットワーク構造により、多様な組織工学用途で有望な進歩を示しています。こ
の技術は、特に骨組織再生において、自家骨移植の限界を克服する潜在的な解決策と
して注目されています。ナノファイバーのユニークな特性は、細胞の接着、増殖、分

化を促進し、再生医療における新たな治療法の開発を加速させることが期待されてい
ます。その高い表面積対体積比と調整可能な機械的特性が、様々な組織の要求に応え
る能力の根幹にあります。

公開日 2020-00-00  JMST  中国



詳細

主要成果

ティッシュエンジニアリングにおいて、エレクトロスピニングによって製造されたナノ
ファイバー足場が、天然の細胞外マトリックス（ECM）の構造と機能を模倣する多用途
な3次元ネットワーク構造を提供し、特に骨組織再生において自家骨移植の既存の限界
を克服する画期的な可能性を示しています。

技術・臨床詳細

エレクトロスピニングプロセスは、高分子溶液または溶融液に高電圧を印加すること
で、極細の繊維を生成する技術です。これにより、直径数ナノメートルから数マイクロ
メートルのナノファイバーが得られ、高い多孔性と表面積対体積比を持つ3次元足場を
形成します。これらの足場は、細胞の接着、増殖、分化を促進するための理想的な微小
環境を提供します。骨組織再生においては、ナノファイバー足場が骨細胞の分化を誘導
し、新しい骨組織の形成をサポートすることがin vitroおよびin vivo研究で示されてお
り、自家骨移植に代わる効果的な選択肢となる可能性を秘めています。この技術は、繊
維の配向、サイズ、機械的特性、および生体活性分子の組み込みを精密に制御できるた
め、ターゲットとする組織の特定の要件に合わせて足場をカスタマイズすることが可能
です。

背景・業界文脈

従来の組織再生アプローチ、特に自家骨移植は、ドナー部位の罹患、供給量の制限、複
雑な外科手術などの課題を抱えていました。エレクトロスピニングナノファイバーは、
これらの課題を克服し、より効果的で患者に優しい治療法を提供する可能性を秘めてい
ます。ナノファイバーの生体適合性と生分解性は、体内で安全に使用するための重要な
特性です。また、薬剤や成長因子などの生体活性物質をナノファイバー足場に組み込む
ことで、炎症反応の制御や組織再生の促進といった追加の治療効果を付与することも可
能です。



今後の展望

今後、エレクトロスピニングナノファイバー足場の臨床応用を加速させるためには、ス
ケーラブルな製造プロセスの開発、長期的な生体内安全性と有効性の検証、および規制
当局の承認取得が不可欠です。パーソナライズ医療の進展に伴い、患者個々のニーズに
合わせたカスタマイズされたナノファイバー足場の開発が、組織工学分野の未来を形作
る主要なトレンドとなるでしょう。この技術は、骨組織だけでなく、皮膚、神経、心
臓、血管など、他の軟組織や硬組織の再生においても広範な応用が期待されており、再
生医療の未来を大きく変革する可能性を秘めています。

元記事: https://www.jmst.org/article/2020/1005-0302/1005-0302-59-0-243.shtml

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.jmst.org/article/2020/1005-0302/1005-0302-59-0-243.shtml


#02 Reinsteが六方晶窒化ホウ素（hBN）によるLED冷却
システム開発で熱管理を革新、効率と信頼性を向上

概要

六方晶窒化ホウ素（hBN）がLED照明システムの熱管理に革命をもたらす可能性が
Reinsteのガイドで強調されており、高い熱伝導率と優れた電気絶縁性を活かして効率
的な熱放散を実現します。hBNの化学的不活性と高温安定性は、LEDのような敏感な電

子部品の寿命と信頼性を大幅に向上させる理想的な材料として位置づけられます。特
に熱界面材料（TIM）としてのその応用は、産業用途で既に実用化されており、熱問
題の解決に貢献しています。

公開日 日付不明  Reinste  国際



詳細

主要成果

Reinsteが発行したガイドラインは、六方晶窒化ホウ素（hBN）がLED照明システムにお
ける熱管理に革命をもたらし、高熱伝導率と優れた電気絶縁性により、LEDの効率と信
頼性を大幅に向上させることを明確に示しています。hBNは、敏感な電子部品から熱を
効率的に放散するための理想的な材料として注目されています。

技術・臨床詳細

hBNは、ダイヤモンドに次ぐ高い熱伝導率と、優れた電気絶縁性、化学的不活性、およ
び高温安定性を兼ね備えるユニークなナノ材料です。LEDデバイスでは、発生する熱を
効率的に除去することが、光出力、寿命、信頼性を維持するために不可欠です。hBN

は、特に熱界面材料（TIM）として使用されることで、LEDチップとヒートシンク間の
熱抵抗を低減し、熱の移動効率を最大化します。これにより、LEDのジャンクション温
度が効果的に管理され、劣化が抑制され、結果としてデバイスの長寿命化と性能維持に
貢献します。産業用途では、hBNを充填したポリマーコンポジットやグリースなどが開
発され、既に実用段階に入っています。

背景・業界文脈

高出力LEDは、その高いエネルギー効率と長寿命により、照明市場で急速に普及してい
ます。しかし、LEDの効率の大部分は熱として散逸するため、適切な熱管理が行われな
いと、光出力の低下、色ずれ、寿命の短縮といった問題が発生します。従来の熱管理材
料には限界があり、より高性能なソリューションが求められていました。hBNは、これ
らの要求に応える形で登場し、その多機能性により、LEDだけでなく、高性能半導体、
パワーエレクトロニクス、さらには宇宙航空分野など、様々な熱管理アプリケーション
での可能性を広げています。



今後の展望

hBNの熱管理における可能性は広大であり、今後の研究開発は、その製造コストの低
減、多様な材料への統合技術の最適化、および新たな応用分野の開拓に焦点を当てるで
しょう。特に、フレキシブルエレクトロニクスやウェアラブルデバイスなど、より小型
で高性能なデバイスの普及に伴い、hBNのような先進的な熱管理材料の需要はさらに高
まると予想されます。これにより、電子デバイスの性能限界を押し上げ、持続可能でエ
ネルギー効率の高い技術革新に貢献することが期待されています。
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